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祈る信徒 (へブル4:16)
あけましておめでとうございます。２０１２年が明けました。今年１年間、真の希望にあふれる年になることをまず祈りたいと思います。しかし、今までの経験によりますと、今年１年間もそんなに希望が持てるのかとスタートのときから思うかも知れません。でも、今日必ず今年１年間勝利して、また希望にあふれる、そして、今年１年が残りの生涯のすべてを変える転機になるような年になれる秘密を聖書から教えられたいと思います。その確信と期待をもってメッセージを自分のものとして受け止めていただきたいと思います。多くの人が年が明けますと今年こそいろいろな夢とプランを持って、また希望を持ってスタートします。でも、人生、世の中はそんなに甘くありません。どこに真の希望があるのでしょうか。私たちにその希望が持てないようにしてしまう現実というものがあります。いろいろな波風が吹いてくるわけです。それにもかかわらず聖書には神の民であるクリスチャンの私たちは希望を持って前進し勝利できると宣言しているということを覚えていてください。
今日の聖書箇所は、１年間ずっと礼拝のたびにこれを聞くようになるでしょう。また、みなさんはこのみことばを約束として握って、このみことばが皆さんに成就する答えを味わう１年になっていただきたいと思いますけれども、これはどのような時期にだれにどのように書かれたものなのか、それをまず考えていただきたいと思います。当時クリスチャンの方々がどうしても迫害が終わらない、また生活が楽にならない、いろいろな苦しみが続いていた状況の中で何人かの人が、「昔のユダヤ教の方が良かった。そこは祭壇も築いて、祈りの形もあるし、祭司が立派な服を着て儀式も行っているし格好よいではないか。そこでは割礼も受けている」とそのように現実が厳しいということで昔に戻ろうとしている動きがあったときに、誰が書いたものかまだはっきりしていないのですが、誰かが信徒の方々に手紙を書き送った内容です。その１番のポイントはあなたがたが信じて、救い主として心に受け入れたイエスは、昔の祭司やモーセやアブラハムのような英雄と比べることができないキリストだということです。現実に少し困ったことがあり、また辛いことがあるからといって、現実が思い通りにうまくいかないからといって、イエスから離れ、信仰から離れ、昔に戻ろうとするのは愚かなことです。まるでダイヤモンドを手に入れたのに、昔遊んでいたおもちゃのごみのようなものを大事にし、ダイヤモンドを捨て、そちらの方に戻ろうとするようなことだという内容が書かれています。昔は毎年、祭司が羊を殺し神の御前に出ます。しかもそれを受け入れるかどうかもよくわからず、受け入れた場合はパス、そうでない場合は祭司がその場で殺されます。次の年になるとまたやらないといけない、それでも神様を拝見するということは難しいことでした。イエスはキリストだから、そのようなことはもう要りません。イエスを信じる者はこれから人の手で作った神殿ではなく、神の天にある真の神殿、本物の聖所においてダイレクトに神様に近づくことができます。あなたがたは神の恵みをダイレクトに受けることができる存在なのに何を考えているのかという内容です。イエスを信じるということがどれほどすごいことなのか。イエスを信じたあなたがたは現実に少しうまくいかない、また厳しいことがあるからといってだまされないでください。揺れないでください。あなたがたは最高に祝福された素晴らしい存在です。イエスとアブラハムとを比べることができるでしょうか。昔と今を比べることができるでしょうか。ちょっとした現実によってその部分が惑わされたりしてはいけません。いろいろなことを振り払ってイエスを握り、見上げて前進しなさい。そこにはこの世からは与えられない、見つけることができない天にある多くの祝福がそこにはあるのですから、現実によってだまされないように、そこにこそ希望があります。そのようなメッセージでした。
今年１年間レムナント教会の兄弟姉妹の皆さん方はこの約束を握ってイエスを見上げるように、イエスに集中するようにしてください。その結果、今日の聖書にあるように神の恵みをいただくために大胆に恵みの御座に近づく、それを祈りと言います。祈りは誰にでもできるようなものではありません。また新約のときには直接、神様に祈ることができませんでした。イエスによっていつでも大胆に、大胆にという言葉が大切です。祈ることができる特権が与えられているから、余計なことを考えず、心配もせず、このクリスチャンとしての祝福を存分に味わってください。そうすると現実いろいろなことがあるにしても、しばらく経ちますと、少し耐えていきますと、この恵みをいただきつつ耐えていきますと、その次に、その後に、その裏に想像もつかない神様のものすごい恵みがそこにあるというメッセージでした。神様にしか希望はありません。イエスにしか希望はありません。私たちはその主人公なので２０１２年私たちは本当に真の希望にあふれる人生、それによる勝利の人生を歩くことができるということをぜひ確信してほしいと思います。それで２０１２年イエスを見上げつつ、私たちレムナント教会のクリスチャンの方々は祈るクリスチャンになっていただきたいと思います。祈りに対して、一言で全部言えません。またいろいろな誤解もあります。まず祈りのすべてを皆さんにお話しをするわけではありません。でも、１番基本的にこの３つの祈りには私たちが根を下ろし、自分のものにして成功していかないといけません。その上により深いいろいろな祈りに入っていくようになるでしょう。皆さんの人生、必ず変わります。私たちが変わるのは神様の御手にあります。祈りによって神様の御手が動かされます。祈りはキリストを思い出してキリストの中に自分自身を立てることです。それで、そのキリストによって本当に他のすべてを振り払って、全能なる私たちの父である神様を見上げること、それが祈りです。そうすると心から幸せになり、自分の野望ややりたいことではなく、神様が喜ばれること、神様のみこころはなんなのかを探り、その神様のみこころを自分の心にしっかりと収めること、それが祈りです。そして、その神様のみこころにかなった道を正しく歩むために、歩ませていただくために神様が力を与えられるとおっしゃっているから、その神様の民の力の約束を求めること、それが祈りです。そのような祈りの祝福、それは結局、イエス・キリストを信じることによっていろいろな理論と素晴らしい話をわかったからではなくて、イエスが聖霊をとおして私たちの中に入って来られ生きていらっしゃるから成り立つものなのです。私たちが弱い者でも、私たちのまわりがどんなに険しくても、どんなに紅海やエリコ城が私たちを邪魔しても祈れるのです。そして、祈りが通じるようになります。イエスによって神様ご自身が私たちの中に生きていらっしゃるのです。気持ちではなくて、これが宗教との違いです。ぜひこれを体験していかないといけません。これがクリスチャンの特徴であり、イエスさまを信じるか信じないかの違いです。今までいろいろな話を聞いたでしょうが実際祈れないのではないでしょうか。２０１２年度はその部分を鮮明に明らかにして、それぞれのものにしていただきたいと思います。それで自分自身が変わること、まわりが見てわかるように、皆さんの現場が変わること、教会が変わることを皆さんでともに見ておあかしをし、自慢する必要はありません。その恵みをおあかしする方々があちこちから起こされる２０１２年度になると思います。そうすると皆さんの学校、学業、仕事、事業、健康などは後から加えて付いてくるようになるものなので、２０１２年度はそれを少しでもよいから体験していきましょう。理論ではなく、救いはいのちなので、今も生きていらっしゃるから、私たちの無能さと弱さと関係なく、その力が現れるはずなので、それが福音で恵みです。否定的な思いや不信仰の思い、また疑う思い、自分の何かに制限してしまう思いなどは全部振り払って信仰を持って主を見上げていきたいと思います。あなたがたの知らない、あなたがたの考えと計算をはるかに超えた神のわざが現れるはずです。それをクリスチャンの人生と言います。いつまで私たちは未信者と同じレベルでアップアップしていないといけないのでしょうか。そこをジャンプしてそのような人々をかわいそうに思い、神の愛と憐みを伝えることができるクリスチャンの人生がこれから開かれて、その人生を歩んでいただきたいと願います。必ずそうなります。そうなれるように私たちを神様は召されました。ただ残念なのはいろいろな邪魔によって目に見えないものの力と妨げによって私たちがそれに気づいていないだけです。イエスは私たちのためにすべてをなさいました。これっぽっちも残しませんでした。私たちが信じていないだけです。皆さんは神様に召され祝福されたクリスチャン、神の民です。世の人と違います。少し、他の人と比べて良いものがあるから、良い才能があるから、良い成績だから、お金が少し多くあるから、それで誇りに思い自慢に思ってハッピーだと思うような低レベルの人生ではありません。ある人は就職時期のため、ものすごく苦労していて、もうキリストも何も見えず就職しか見えません。就職が福音より大きく見えます。神様の導きによって就職したときには、就職できたとして人生が終わったような感じになります。それから祈りもしない、メッセージも聞かない、それがそんなに大きいのでしょうか。大学がそんなに大きいのでしょうか。皆さんが持っている才能や専門性が、福音が見えない、メッセージや礼拝が軽く小さく見えるほどたいしたものでしょうか。そうした方向でたいしたものになってはいけません。違う意味で大事なものにならないといけません。とにかく２０１２年皆さん一人一人がいろいろな違いを持っていらっしゃるでしょうが、皆さん一人一人が大切な尊い祝福の存在なのでぜひ祈りに成功していきたいと思います。
まず、今年はこの３つの祈りは基本として皆さんの生活習慣になり、生き方そのものになり、クリスチャンの私たちの文化になり、そして、次の世代に正しくこれを残して、受け継いでもらう伝統の遺産にしていかなければいけません。それぐらいの戦いです。
１．自分自身のための祈り

まず、私たちが２０１２年、これからもちろん生涯でしょうが２０１２年祈りの基本として整えないといけないのは、まずは自分自身のための祈りに成功しないといけません。福音の特徴は何でしょうか。周りが、相手が、他の人が、環境が悪いか良いかなどではなくて、まず自分自身からスタートするというのが福音の特徴です。他の宗教は他の律法はそうではありません。自分自身からです。だから２０１２年クリスチャンとしてこの祝福の祈りをこれから味わわないといけないのですが、第一は自分自身のための祈りです。どれほど祈ればよいのかというとその祈りが短いか長いかに関係なく祈りが終わる頃には「私は幸せだ。私は本当に祝福されたものだね」と思えるぐらいです。祈る前には心配事がいっぱいあり、子どものこと、健康、経済などいろいろな気になることがありましたが、祈りが終わる頃にはそういうこととは関係なく「イエスによって幸せだな。神様のゆえに福音のために幸せだ」となるのが自分のために祈りになります。祈りを３時間やって、異言を語りながら祈ったのかどうか、神秘的な何かを見たのかどうか、何か聞こえたのかどうかなどは基準ではありません。正しい祈りであれば１分間祈ったとしても祈りが終わる頃には「自分の考え方は間違っていた。私は幸いな者。私は幸せな者」となるのが祈りです。自分のためのそのような祈りをぜひ皆さんのものにしていただきたいと思います。そして、その幸せを確認し感じることによって余計なものを振り払って神から与えられる力を受けるようになります。自分の力では自分自身にも勝てないのではないでしょうか。ですから、神から与えられる力がありますので、自分のための祈りは自分自身が自分の力をはるかに超えて勝利できる、神から与えられる力を受ける祈りです。なんと幸いでしょう。皆さんに神様が神の力を与えるとおっしゃっているのです。信じないとしかたがありませんが、キムチは持っていれば悪い人でも良い人でも、小さい子でも大人でも匂います。イエス・キリストを持っていると力が現れて、神の幸せが自分の幸せに感じられるというのは当たり前なのですが、キムチと違うのは信じないとできないのです。これだけが違います。もうすでに皆さんに来ています。ぜひ必ずそのようになりますので神様の力をいただくようになります。これを基準にして祈ってください。とにかく自分のスタイルに合わせて祈りすっきりしたという感じではなく、何をしても構いませんが基準があります。ただ気持ちがすっきりしたというなんとなくあいまいなものではなく、キリストによって私は幸せで、神様の力が私に約束されており、だから言い訳もいらないし、思い煩いもいらないというのが基準です。この幸せ、幸いがあって次があるのにちょっとした何かがあると、私たちは他に何かテーマがあり、そのテーマを成し遂げると人がすぐ霊的に眠くなります。もうやってしまったと祈りもしません。そのときまでの祈り、頑張りというのは全部、その自分の目標のための頑張り、祈りでした。それが終わってからすぐ眠くなるというのを見ると、礼拝もメッセージも祈りも霊的な部分、信仰の感覚が鈍くなってしまうということです。いつでも私たちはこの祈りを逃さないようにしましょう。神様は皆さんのために今も愛をもって働いているでしょうし、皆さんをこのような幸せな存在にするために、ひとり子イエス・キリストが血を流されました。今日、聖餐式を行いましたが毎週、礼拝のたび、聖餐の告白をするときに、この聖餐式の儀式を覚えつつやってください。毎週ぶどう酒を飲むのは難しいので、カードにワイングラスの絵が描いてあります。それはこれらを覚えなさいという意味です。それがあとで申し上げますが自分のための祈りの１番のポイントです。この基準を持ってぜひ祈ってください。

(1)キリストのことを覚えよう

それでは自分のために具体的にはどのように祈れば良いのでしょう。決まっているわけではありませんが、祈りは霊的な働きなのでこれだとは言い切れないのですが、基本的にここからスタートしてください。幸せを確認して神の力に預かるために何もかもを後にして、第１にキリストのことを覚えて思い出してください。これが自分のための祈りです。何かを要求するのではなく、キリストのことを覚えてください。できるだけキリストがどのような方で何をしたのかということを知っている限り思い出して、それを告白し考えてみてください。それが自分のために祈りです。そうすると、そこから「私は幸せな者だ」という結論が出ます。キリストは私たちにある汚れた罪によるどうしようもない呪いの運命などをすべて無くしてしまいました。本当でしょうか。その罪を口実にして私たちを知らないうちにその手に掌握し人生をめちゃくちゃにした悪魔、サタンの頭を、キリストが完全に踏み砕いて勝利なさいました。神様の律法は正しいから私たちは必ず裁かれて地獄へ行くしかありません。私たちは律法を守る力がありません。キリストは代わりに律法すべてを守られ完成された方です。だから私たちは律法を守るのではなく、守って祝福されるのではなく、守らないからさばかれる存在ではなく、このキリストを信じることによって律法をすべて守ったことになります。その律法の呪い、恐怖などはもう要りません。それから、キリストはこのすべてがいのちの基である神から離れてしまった結果なので、キリストはいのちなのです。つまり、聖霊をとおして神様と出会う道となります。いのちです。神様と出会うというのは、もうすべてが終わっている、すべてをいただくということです。いのちというのは抽象的な話ではありません。いのちあるからこそ祈りが成り立ちます。祈りはこちらから「神様、どうにかしてください」という熱心によって通じるものではなく、神様が私たちの中に聖霊をとおしてともにおられるから通じるものです。キリストはいのちです。これ以上のことがどこにあるでしょうか。このキリストのことを覚えて、すべてであり、すべてを解決したことになるし、永遠でもあり、人生の答えでもあります。キリストが自分の中にいらっしゃるし、自分の人生の主人であります。なんと心強いでしょう。旅行に行ったときに何も知らないところで、ガイドがどんなガイドかによって安心するかそうでないかになるでしょう。旅行が楽しい旅行になるかそうでないかになると思います。それが主人という意味です。主人はプレッシャーをかけるための主人ではなく、私たちの人生、自分が主人として生きてきた結果どうなったのでしょうか。私たちに私の人生をまかせておかないで、完璧なキリストが自分の人生を責任を持って主人になられます。そのことを、キリストともに、そのキリストが自分の中に、しかも自分の主人としておられることを覚えて、それが何を意味するのか黙想することです。それが自分のための祈りです。ぜひやってみてください。皆さんに弱さがあり、問題があり、特に霊的な問題があり、精神的な悩みがある方でも、経済の問題、健康の問題、家族の問題、いろいろな問題があるでしょう。そのような問題を全部、後にして一番真っ先にキリストとキリストが私の中におられる、そこで終わりです。そこで自分は無条件、幸せな者です。そうでないと祈ろうとしても、信仰生活をするにしても全部違う方向に、余計な方向に行ってしまいます。お弁当がきちんと届いたのに、「弁当はないのですか。お腹がすいています。ちょっとご飯が食べたいな」とずっと叫んでいるようなことです。きちんとお弁当は届いているのに。キリストを考えてください。教会全体、自分の中に、それが何を意味するのか。古いものは過ぎ去って、すべて新しくなったのだということが浮かぶでしょう。神の子どもの特権が与えられる、死と罪の原理から解放されている者、天にある霊的なすべての祝福をいただいている者、世の光、世の塩と言われる者、天の御国の国籍を持っている者、パウロのように世の中にある宝を見てちりあくたのように思い、私の中に宝であるキリストをもっているから、冠をかぶっている王様にむかって「私のようになって」と誇りを持つようになる存在であることがわかるようになります。とにかく、ここで「良かった。幸せだな」と思い、さっきまでいろいろな心配をしていたのに、それがどうなるかと関係なく、とにかくまず幸せな者であるとわかります。私は幸い、あなたも幸いです。それで終わりです。それが平安というものです。そのときに私たちが知らないうちに私たちに付きまとっていた暗やみの力が砕かれていくようになるのです。ぜひ今年はそれを体験しないといけません。
(2)キリストにある自分以外の自分を殺そう

そうすると、残るのは何かを要求したりすることでなく、祈りの課題は全部なくなり一つだけ残ります。そのキリストにある、キリストの中に持っている幸いな神の子どもである自分以外の自分が、自分の中にいるということに気づくようになります。それが一人の場合もあるし、１０人の場合もあります。人によって違います。昔、傷を受けた自分、劣等感にかられている自分、心配が体質になっている自分、あるいは世的な野望に捕らわれている自分や、あるときは、自分の計算を超えることができない自分、いろいろな自分がいます。キリストにある幸いな自分以外の自分に対して１００％それはそうでないと告白し、キリストにある幸いな自分以外の自分が首を出すたびに殺してしまうことが祈りです。まるでモグラたたきゲームのように。覚えていてください。私たちにはあまりに長く付き合っていて慣れているから、違う自分が首をだしているのも気づかないのですが、これからキリストにある幸いな自分を黙想して、その幸せを１日１回でも感じることがあれば、それが見えてくるようになります。「これは違う。これは違う」とキリストというハンマーを持って戦うのです。それがガラテヤ２章２０節です。自分のための祈りはガラテヤ２章２０節です。他にいりません。キリストがすべてなので。キリストにある自分以外の自分を殺す作業が祈りです。殺してください。他の殺しは絶対だめですが、このことだけ大丈夫です。教会で牧師が２０１２年、みなさんに殺しを命じます。「昔、私はお母さんに愛情をもらったことがない」これを殺してください。嘘です。それはもう十字架とともに死んでしまいました。これが福音です。戦いましょう。それを違う言葉で言うと「それでもキリスト、だからキリスト、結局キリスト」これがガラテヤ２章２０節です。
(3)聖霊充満を祈ろう

個人的に皆さんが自分のための祈りの中で、他の自分を殺してしまうと、このイエスさまのみことばが聞こえてくるようになります。今まで私が気にしていて心配していたいろいろなこと、神経を使っていたこと、我慢していたこと、それらをイエスさまは「それはあなたがたのテーマではない。それはあなたがたは知らなくてよい」とおっしゃいました。そこまで行くことが祈りです。他に何かに振り回される理由のない者です。旦那さんが、奥さんが、子どもがこうだ、会社の上司が、学校がああだ、こうだということは知らなくても良いくらい幸せなすごい存在であることを確認しないといけません。ですから、その言葉を握らないといけません。すべてを振り払ってください。それから、私たちがこだわるべき内容は、旦那さんがきつい、奥さんがうるさいではなく、それらは放っておいて聖霊充満を求めるようになります。それが自分のための祈りです。なぜでしょうか。クリスチャンだからです。人をさばいたり、憎んだりする必要はありません。私たちの計算ではこれは正しい、正しくないということがあるでしょう。それも気にしなくても良いです。どうでもよい。あなたがたは知らなくても良い。一つだけ、オンリー聖霊が臨まれると、あなたがたは聖霊充満、聖霊の力、聖霊の働きが約束されている、ともなわれる存在なので、そこに希望があるのではないでしょうか。なぜ、旦那さん、奥さん、現場、環境、健康のせいにしたりするのか。どこに希望を託し、どこに希望を求めているのでしょう。希望はキリストと聖霊の力しかありません。感情的に駆られていたすべてを全部ほぐし、全部捨てるようにしてください。聖霊充満を求めると神様は必ず与えられます。そうすると個人的に五旬節の火が必ず現れるようになりますので、それが２０１２年度になっていただきたいと思います。それから人生はくるっと変わります。自分のためにアップアップしていた人生が、周りを、世界を気にかける人生に変わるようになります。私たちの実力、人格ではできません。聖霊に満たされると敵も許すことができるようになります。
（4）朝10分、聖餐の告白を黙想して集中しよう

ですから、まず自分のために祈り、その祈りのために皆さんにとりあえずの助けのために配ったのが聖餐の告白です。聖餐の告白の中に今の内容が入っています。特にこれはできれば時間が決まっているわけではなく２４時間告白しないといけないのですが、とにかく基本なので、今、毎日起きている時間より１０分くらい早く起きて、１０分ほどでも良いからこのことを深く黙想してください。黙想というのは「それはあなたがたは知らなくてもいいのです」とくるまでが黙想です。深い黙想です。それから、そこで結論が出たときに私たちは気にしていた他のことを全部捨て、一つだけに絞ればよいのです。聖霊充満、それに絞ります。それを集中と言います。集中して祈ります。その集中を今までの生き方、体質によって集中がなかなかできない場合があります。それでも心配しないでください。練習すればできます。物理的にも言えます。それを手助けする一つの方法として腹式呼吸をやったり、本をじっくり読むとかすれば集中できるようになります。だから、朝１０分くらいを割いて他の何も気にせず、まずは自分のために、キリストの中にいる自分は幸いな者であることが少しでも適用されれば今まで気にして心配していたことは私が知らなくてもよいことだと気づきます。そこから早く自由になって解き放たれてください。どこに向かうためでしょう。聖霊充満へ。そこは計算などありません。目の前に紅海があっても私たちは聖霊充満に向かいます。紅海が分かれる聖霊の力、分かれないならばそれは聖霊様がなさっていないので待たないといけません。とにかく気にすべきものは聖霊充満だけです。だから、朝方１０分くらい黙想とプラス集中、これが自分のための祈りです。これが実はすべてです。そこまでやって、それから日曜日の講壇のメッセージを聞き「何を先生は語ったのだろう」と考えたりしてください。わざと今年からは週報にメッセージを先に出しません。皆、それに頼りすぎるような感じがあるので、皆さんが聞きながら、ノートしながら、皆さんが感じたことをフォーラムしてください。そうすると、それぞれバラバラになるでしょう。それが面白いのではないでしょうか。皆、書いてあるものを見てするとダイナミックになりません。だから、朝方１０分です。個人的にやってください。これは細かく内容を全部書くのは難しいので、とりあえず聖餐のカードと、それから週報の礼拝のプログラムが書いてある横に聖餐の祈りとこれがそうだと思われるときには、その次に聖霊充満のための祈りがあります。そこに人それぞれ世界の福音化、伝道の個人のいろいろな祈りを入れて祈ればよいのです。それをぜひ活用してください。ポイントは今申し上げました内容です。皆さんがしっかり立っていないと全部曲がって見えてきて、その次は全部ずれてしまいます。ここまでできて「自分は本当に幸いな者だ。心配いらない」と心から大きな声で叫び、聖霊充満を求めてください。神様は必ず皆さんに証拠を与えられますので。言葉を換えて言うと神様が私たちに与えられる最高のプレゼントは、イエス・キリストです。だから、本当に最高のプレゼントであれば１日、せめて１回くらいはその最高のプレゼントを見ましょう。あいさつしましょう。それくらいの話です。簡単に思われるでしょうが私たちは邪魔されて、今までの体質などがあるので、本当に最高のプレゼントを１日１回見るのも難しいのです。最高だとなかなか思われていないからでしょうが、それを当たり前ですが回復しましょうということです。２０１２年、すごく大きなことではなく、イエス・キリストを１日１回、できれば１日が始まるときにイエスさまのことを１回くらい考えましょうということです。それが自分のためです。自分のために自分のことを考えるとためになりません。イエスさまのことを考えてください。それが自分のためになります。そのような人が幸せな気持ちを持ってそれぞれの学校や職場や、家事をやったり１日の生活の現場に行くようになります。そうすると変わるでしょう。
２．現場のための祈り（見張り人）

それで２番目に自分に身に着けないといけない祈りが当たり前に、現場に行き、現場がありますので現場のための祈りをしないといけません。そのためにまず自分のための祈りが先なのです。そこで変わります。そうすると現場に行くときに給料をもらうため、仕事をするため、勉強するため、絵を描くため、映画を撮るために行くのではなく、それをやります。でも、自分のための個人の祈りに成功している者はその祈りをもって現場に行く姿勢が変わります。私は現場に見張り人としていきます。現場のために祈る見張り人、現場が滅びないようにしっかり見守る見張り人、祈りの見張り人としてそこに派遣されるというのが第１です。これが基本です。就職したらその基本を忘れてしまいます。多くのクリスチャンがそんなレベルです。就職できると何もかも忘れてパーになります。ある人は教会にも来ません。面白くないのです。目標が達成されて目標がなくなりました。その人の人生は大学に入ること、就職することが目標でした。なぜそれが目標になるでしょうか。それで就職して、給料をもらってどうしますか。学校で勉強して、絵がうまくなり、映画がうまくなるとそれで何がどうなるのでしょうか。良い人生になるのでしょうか。皆さん何かを誤解しています。私たちは現場の見張り人です。学生は学校の、会社員は会社の見張り人です。その意識がないと現場のための祈りができません。その意識はどこで生まれるのでしょうか。もちろん現場に行って生まれるのですが、自分のための祈りにきちんと成功すればその意識が生まれます。礼拝が始まったのも遅いのですが、終わるのも少し遅いかもしれません。なぜかというと今日は２部の礼拝がなく１部だけだからです。それから、１年間の答えられるべきメッセージを少し余裕をもって十分に語りますので、「なぜ今日はこんなに長いのか」という顔などはしないでください。こちらはゾクゾクしてしまいます。新年早々、現場のための祈りです。見張り人としての意識を持って皆さんは「平凡な人、平凡な人生、それこそ幸せ」という話が世の中にはあります。それは単なる話です。何が平凡でしょう。ブータンという国が世界で１番幸せな国と言われています。皆、「幸せ」と答えるのですが、もちろん文明が発展している私たちの幸せの基準を持って見るのは問題でしょうが、でもあれが幸せなのかと思います。現代の社会でいろいろ失っているものをあの国では守っているという意味もあるのでしょう。だから、今私たちが幸せの基準にしているものは幸せの基準としてはだめですという意味もあります。でも、それが本当の幸せでしょうか。ほとんどが家族がワンネスになって、家族が健康なら幸せです。だとすれば家族に病気があればその幸せも壊れてしまうものです。いつまで続くのだろうと見ているのですが、そういう意味で私たちは平凡、平凡とあまりにも人生がややこしいので、平凡なことに幸せを求めるかもしれませんが、クリスチャンになった瞬間、平凡からは卒業です。私たちは最初から平凡とは縁のない人生になりました。ただ、まじめに勉強して、非行に走らず、大学にキチンと入って、ある程度勉強をし、そこそこの会社に就職し、そこそこの人間と結婚して、そこそこの子どもが生まれ、それで年をとったら年金暮らしをするというのが安心で良いと思うのかもしれません。あまりにもそれさえも手に入れることができないほどややこしいので、それは理解できますが、クリスチャンの場合はそんな人生にこだわって、それに幸せを求めていると罪になります。私たちはイエス・キリストを受け入れた瞬間、そういったものは終わり、すでに幸せです。天にあるものにより幸せをもって残りの生涯は自分が気づいているか関係なく、世の光として、世の塩として、王である祭司として、今、サタンに制せられ滅びの呪いの運命に捕らわれどうしようもないかわいそうなたましいをキリスト、イエスの福音をもって助ける尊い価値ある人生に召されました。気づいているかどうかの違いだけであって平凡とは縁が遠いです。それは家族を無視するという意味ではありません。だから、クリスチャンとして平凡を最高の目標にしている者は１番小さい者、ちっぽけな者になります。ときには私たちクリスチャンの人生のために皆が求めている平凡、それが壊れる場合もあります。私たちが生きることは違います。見張り人です。つまり、使命を持って生きるようになります。先週、今まで神に愛され信仰に励んでいた鄭鐘礼勧士さんが天に召され、告別式をすべて無事に終えました。もちろんわかっていたことでしたが、本当に多くの人にイエスさまのことを話そう、伝えようという姿勢をもって人生を歩いてこられた方なのだなとつくづく考えさせられるようになりました。使命をもって人生を歩いてこられたのです。だから、美しい人生だったのです。もちろん、平凡ではなかったかもしれません。私たちは平凡を基準に平凡にこだわったりしてはいけません。どうせ私たちは最初から特別なスペシャルな人生になっているのですから。
(1)暗やみの勢力が崩れ神の国が臨むように

そのような意識をもって現場に行き、現場のために何を祈ればよいのかというと、現場を見ると皆さんが自分のために祈りに成功して霊的な感覚をもって現場に行きますと、そこには良いか悪いかを別にして暗やみの勢力、偶像や世の流れや、神様に反対する勢いや力が、どんな形なのかはいろいろありますが根強く働いているのに気づくようになります。ですから、他の祈りではなく現場のための祈りは私の祈りによって「暗やみの力が現場に働いています。暗やみの勢力が砕かれ、神の国が現場に臨まれますように」これが私たちの祈りで基本です。今までどれほど祈ったでしょうか。本気で信仰をもってすぐ何かが現れなくても祈ってください。
(2)弟子が起こされるように

それから、神の国が臨まれることによってその次に何が起こるかというと、その現場に必ず神の国のために神様が備えていらっしゃる、今は隠れている弟子がいるはずです。その弟子が神の国ために起こされるように祈ります。この弟子はイエスにほれてしまう人です。すねたり、ああだ、こうだという人ではなく弟子、変わらない人です。イエス、伝道。そこにいます。今は見えないだけです。今ものすごく迫害している人が弟子かもしれません。それは私たちは知りません。でも、いることを信じて神の国を信じて神の国を祈るのであればその弟子が起こされます。
(3)救われるべきたましいのため（伝道運動）

なぜ弟子が起こされるのかというと神様が救いに定めた救われるべきたましいがいます。その救われるべきたましいが起こされることのために祈るべきです。それが現場のためになり伝道の運動と言います。
(4)継続できるシステムのため（地教会）

それから、そのような働きがずっと続かないといけないので、そのために現場で継続できるようなシステムの総括を地教会と言います。それがこの現場に立つように。これが祈りです。一言でいうと神の国を祈るのですが、具体的な内容はこれです。それを祈ってそのために現場に行くのですから、そのために今、自分がやっていること、そのやっている仕事、勉強、家事に聖霊の神の働きがなされ、神のわざが現れてそれが証拠になるようにと祈るのです。これが現場のための祈りです。

(5)霊的な自尊心を守る
最後にこれは祈りの中の基本です。ここから皆さんが自分なりにアレンジしていくのは自由なのですが、レムナント教会のみなさんは必ず現場でこの祈りをするようにしてください。こう言っても皆さんは祈れないのはわかっているので週報の裏の面にこの祈りを書きました。まず、それは全部で完璧ではないですがこれを心を込めて見張り人としての意識をもって祈ってください。最後にそのためにその目的のために現場ではいろいろな利害関係、衝突、争いなどがあります。そこで律法的な、道徳的な規準あるいは利害関係ではなく霊的な祝福を持っている者の霊的な自尊心を守ってください。それが祈りです。そうするとだいたい譲ったり自分が損する側に立ったりするようなことになります。霊的な自尊心です。今朝もマイクが突然、しかも２０１２年の元旦礼拝、スタートのときにマイクがうまくいきません。それを知っていたのかどうか地教会の方々が２０分、３０分遅れて来られました。時間を間違ったのか、事情があったのかはわかりませんが、神様がすべて合わせてされたと思いますが、だからといって今度また遅刻したりしないでください。そのときはマイクは故障しません。問題は地教会はマイクができないと放送できないことです。だから「礼拝を韓国の教会の礼拝に切り替えて見てください」と伝えると直ったので、また「こちらに戻してくださいと」と言ったのですが、そのとき一瞬、気持ちがいらだちました。人間的にはいろいろ考えられますが「キリスト。そうではない。神様はどれほどメッセージが大切なのかご存知でしょう。教会が生きるか死ぬかというメッセージではないのか。だからより集中するためにだ」といろいろ考えながら、これで私がいらだつというのは自尊心の問題ではないかと考えました。神様はきちんと導いていらっしゃるのに。そう考えて心が落ち着き、今、皆さんに笑いながらお話ができます。同じ内容でもそうでないと顔が固まって話す場合もあります。現場で特にいろいろ関係があるのですがそこで「とにかく私の方が正しい。絶対に私は負けず嫌いだから、けじめをつけよう」というのを見ると福音の内容は良いかもしれませんが、その人間を見ると「もういいよ」となってしまいます。ですから、霊的自尊心です。彼らは私たちが知っている天の秘密、私たちが味わっている幸せなどは持っていないのです。彼らはごみしか持っていない、私たちはダイヤモンドをもっているのではないでしょうか。そういう感覚です。道徳とかはるかに超えています。小学生が「２×５は１２です」と言い、大学生がそれを見て「何それ。２×５は１０だよ」というのは教育のレベルです。小学生が頑固で負けず嫌いなため「絶対１２です」と暴れながら叫んでいるときに、大学生が最後の最後まで１０だと証明すればよいのでしょうか。「もういいよ。１２だよ。１２」わかっているから、今争うレベルではないでしょう。あともう少したてばわかるでしょう。それらを自尊心と言います。余計なプライドではなく、それらは捨てないといけません。霊的な自尊心です。いろいろな利害関係があったとき「もういいよ。今損するかに見えても私は持っている者で、主がついているから」となると後で今、損なように見えても神様がなさるし、そうでなくても私は構いませんというのが本当の意味で余裕ではないでしょうか。自尊心の戦いです。クリスチャンのほとんどの場合、キリストにある聖霊充満が何かわかっていないので、戦いが福音と言いながらも宗教と律法と道徳の戦いなのです。ちょっと何かあればすぐ騒ぎます。先週、またこれからもルカの福音書をやりますが、あなたの梁を取りなさいとか敵を愛しなさいというのは絶対守れないでしょう。聖霊充満になると守れます。普通のレベルをはるかに超えた違う次元の生き方になります。霊的な自尊心です。ダニエルのような人は偶像崇拝をするとこれから昇進するが、そうでないと今ある総理大臣のような職は全部失い、首になるし、それだけでなく死んでしまうと言われていました。皆さんだったらどうしますか。自分のための祈りが何か、現場がどういう意味なのか、自分がなぜそこにいるかわかっていますか。「私は偶像崇拝にささげた肉は食べないで、野菜だけで勝負します。」それは野菜が肉より良いからではありません。私は信仰をもって勝負します。結果は神様にありますので。偶像崇拝することによって昇進するよりは、首になって信仰を守って死ぬほうがいいです。なぜでしょうか。自尊心です。昇進するかしないかと関係ない、それにはるかにまさる宝を持っているから、この宝を持っているのに昇進する、しない、大学合格、不合格などによってこの信仰を揺るがすというのは自尊心が許しません。私は持っている者です。ハンカチ王子ではなく私が持っている者です。
(6)昼の12時に現場の祈りをしよう

最後です。これは昼間、できれば１２時くらいに祈ります。自分の現場のために。家庭の主婦は地域が現場ではないでしょうか。そのときは他の祈りはしないで現場の祈りだけして、余裕のある方は他の祈りもしてください。皆さんが朝１０分早く起きることをそれぞれ決めて昼間は１２時にアラームを携帯などでセットしてください。１２時になればこの祈りです。週報をいつも持ち歩いてください。１枚だから簡単でしょう。週報がきれいになりました。字が小さくなりましたので年寄りの方々は虫眼鏡をもって見てください。きれいにするためには字が大きいとできません。
３．教会のために祈り

とりあえずきれいにスタートし、最後にこのすべてが教会とともに教会をとおしてなされるというのが神のみこころです。神様のやり方です。皆さんはうちの教会だけが良いというちっぽけな人間ではなく、教会のために心に抱いて祈るのは基本です。ほとんどがやっていない状態だということはわかっています。でも、これがないと他に次にいけません。教会のために祈り、教会を心から愛する人にならないといけません。その人は必ず肉体的に祝福されます。そのためにまず教会の秘密、教会がどれほどすごいところなのかを確認してください。エペソの手紙を見ると教会はキリストの体であると、キリストは教会の頭であると書かれています。どういう意味でしょうか。イエス・キリストは目に見えません。天の御座に座っていらっしゃると言われています。だから、遠くにいらっしゃるかのように見えるでしょうがキリストが頭で私たちが体というのは頭と体が離れているのを見たことがあるでしょうか。首を切られると終わりです。キリストが頭であり、私たちが体であるというのはくっついていて、キリストにあるすべてが流れ出る、そしてキリストのすべてが私たちをとおしてこの世に流れるようになっている、天と地のはしごのようなところが教会です。世の中にそのような団体、集まりはどこにもありません。教会の外見、メンバーを見るといろいろなことが思われるでしょう。だから、もう行きたくないという思いも理解できます。でも、教会にはああいう人も、こういう人も、傷ついた人も、また学歴のある人もない人もみんなが来るところです。神の御前にひざまずく、神の愛にみんなが屈服するところです。だから、いろいろなことがありますが外見ではなく、教会そのものは聖なるものでありキリストの体です。だから、教会を傷つけることはキリストの体を傷つけることになります。それほど大事な存在であり、黙示録を見ると七つの燭台の中を主が歩き回っていらっしゃると言われています。キリストが自ら指揮をとって導き統率していらっしゃるところです。特に終末の時代において終末の希望になるところが教会です。単に肉眼で見てすぐに判断しないでください。一言でいうと教会は神様の喜びです。だから、どんな理由であれ教会を傷つけたり、ダメージを与えるのは神様が喜びません。たとえ問題があったとしても、それが教会です。逆に教会を心に抱き愛をもって教会を支え、仕える人は神様もすごく喜ぶでしょう。それを覚えて教会への愛をもって祈るのですが、何を祈ればよいかというと基本的な祈りを覚えてください。
(1)牧師のために

私が牧師なので言いにくいのですがこれは皆さんのためです。第１教会のための祈りはそのような思いを持って主のしもべ、牧師のために祈らないといけません。別に偉いからではありません。皆が祭司です。皆が主を見上げることができる特権があります。ただ、これからの世界福音化と教会のために神様がそういう位置に立ててくださったので、大切な位置です。だから、主のしもべ、牧師のために愛をもって祈る人は必ず祝福されます。それが教会のための祈りです。
(2)長老、重職者のために

それから、教会には重職者、長老の方々がいらっしゃいます。それぞれ個性が違いますが長老の影響力というものは大きいです。ですから長老のために、重職者のために祈るというのは教会のために祈ることです。
(3)レムナントのために

それが教会の未来の希望になるレムナントが許されています。そのレムナントの祈りも必要です。
(4)新しく来られた方のために

教会には新しく来られた方もいらっしゃいます。その方々を心に思って祈ることも必要です。新しく来た方々は自力でなかなか難しい場合もあります。教会で新しい方のためのクラスを設けるのも良いのでしょうが、聖書を見ると、また自分の考えでも、その周りの人がしっかり今申し上げました祈りの祝福を味わいつつ、その人がフォローするのが一番良いのです。そのような人にならないといけません。それが一番効果的です。
(4)弱い方々のために

それから教会には精神的にも信仰的にも健康的にも社会的にも弱い方々が揺れないでしっかりと霊的に強くなるように祈る。

(5)礼拝のために

こういった教会のための祈りのために一番大切なのは日曜日の礼拝です。礼拝を心に覚えて祈るクリスチャンでないといけないし、礼拝の中で一番大切なのはメッセージが語られる講壇です。
(6)教会を通してなされるビジョンのために

そのために祈り、この教会に神様が導かれたというのは教会をとおして神様がなさろうとしていらっしゃるビジョンがあります。その教会のビジョンを心も持って祈るのです。この教会はもちろん世界の福音化、その中でも日本の１千大学の前に学舎を建てて、大学の長老を立てるというのがこの教会の歩いていくべきビジョンの道です。皆さんは一人一人１千大学の前に学舎を建て、長老を建てるために自分はどのようにかかわって、どのように献身すればいいのか、その答えをぜひ個人的にいただくようになってもらいたいと思います。とにかくどんなときでも１千大学の前に学舎を建て、長老を立て、自分が長老になる場合もあるし、家をローンでもなんでも買おうとする方々は是非私に相談してください。できれば大学の前に家を買って、学舎としてのベースをそこに敷いて、どんどん学舎の方に進めていけるようにします。レストランをやりたい方も、ネイルショップもできれば大学の前にした方がよいです。いろいろ市場調査もいるでしょうが、とにかく１千大学の前に学舎と長老を立てることが教会がこれから行くべきビジョンです。それを一緒に祈ってどうかかわるのか、それが裏面契約です。教会の、教会のビジョンのためにまた牧師のために私はどのように支え、そのようにかかわるのかを祈りつつ発見していかないといけません。教会と関わっている裏面契約を発見して祈ることが基本です。
(7)毎日夜9時に教会のために祈ろう

他に教会には行事もありますが、とにかく大切なのはいつも教会を心に覚える、１日１回は祈るようにしてください。２０１２年度からは毎日夜９時に全信徒の祈りの時間にしたいと思います。１２時はそれぞれアラームにしてやってください。できれば皆がやってください。夜９時は全員で教会のための祈りをします。それで時間が余ってもっと祈りたい方は他の祈りをしてもよいでしょう。朝１０分自分のために祈り、昼間、現場のために祈り、夜９時教会のために祈ります。どんなに強く話しても祈らないとわかっているので、祈れないとわかっているので、週報にそれを書きました。教会のことは内容があるのでもっと字が小さいです。それを見ながら祈ってください。小さくて見られない方は大きく自分なりにプリントアウトし自分なりに持ち歩けるような方法をとってください。それから韓国の方々は来週、韓国版を用意しますのでもらってください。韓国語の週報を作るのは今のところ無理なので祈りだけ、カードと合わせて現場の祈りを配ります。それがまた形式のようになってはいけません。でも最初は形式的であっても心を込めてやって本気で取り組むような方が起こされるようになるでしょう。
皆さんこの３つの祈り、必ず定着し根を下ろしてください。さっき申し上げましたようにこれが生活の習慣となり、生き方の一つになり、自分の文化となり、教会の文化となり、子孫に正しく受け継がせる伝統としてそこまでいけるように皆さんがまずこの祈りに成功していただきたいと思います。２０１２年祈りによる勝利の年にしていただきたいと願います。
〈お祈り〉

愛する天の父なる神様、２０１２年私たちにキリストにある祝福を心から感謝し幸せを味わいつつ、祈りの祝福を味わい根を下ろすことができるように導いてください。聖霊様が一人一人にこのメッセージが成就して答えられおあかしできるように祝福を与えてください。２０１２年一人一人がおあかしできる証拠ある年にしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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